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研究成果の概要（和文）：本研究では、19世紀半ばから20世紀前半において、ヨーロッパでもっとも頻繁に、軍
事力をともなう稀な強度で国境編成と再編、国民化の運動を経験したアルペン－アドリア地域において、近代
化・資本主義化の経験や、戦争・外交による国境の再編成に際する住民の生活実態の変化を、それに対する住民
の主体的戦略に注目し、「ネイション（国民）帰属に対する無関心」テーゼ（P.ジャドソン、T.ザーラ）を参照
しながら分析を行った。

研究成果の概要（英文）：In this project we historically investigated how the population of the 
Alpin-Adriatic region in 19th and 20th centuries, when the region had experienced repeated 
demarcations with several conflicts, struggled with modernization / capitalization / nationalization
 movement in order to make it for their own interest, referring to the 'National Indifference' 
thesis of Pieter Judson and Tara Zahra. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ジャドソンらによればボーダーランドの住民たちは、ネイション（国民）化政策として提示された福利をみずか
らの利益を最大化するために利用したのであって、ネイション（国民）への文化的・心理的同一化を基準とした
のではないとされる。本研究の学術的意義の第一は、19世紀末から20世紀前半にかけてのアルペン-アドリア地
域においてこのテーゼに関連したかたちでの知見を蓄積できたこと、第二に、ローカルなレベルで住民の戦略的
実践に着目すると、同テーゼでは十分に説明できなかったジェンダーや階級などの諸要素が交錯して実践の範囲
を規定することを明らかにしたことである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ネイション・ナショナリズム研究においてゲルナーをはじめとする近代論者は、ネイション
を近代化・産業化の過程でナショナリズムから生み出された「想像された共同体」（B.アンダー
ソン）として析出し、「実体概念としてのネイション」という認識論的枠組みを覆すことに成功
した。しかし歴史研究においては、ネイションを構成主義的なものとみなしながら、分析・考
察においては「ドイツ人」といった集合名詞を使い、実体概念のように用いることがしばしば
見られる。これに対して R.ブルーベイカーは、ネイションやエスニシティという言葉を用いず
に、「想像された共同体」の縁あるいは外側にいる個人の歴史をとらえ、彼らのグループ性を偶
発的で流動的な共同体としてとらえなおそうとしている。歴史学からの試みとしては、P.ジャ
ドソンや T.ザーラが、境界線を設け、内と外を明確化するネイション化の機能の臨界として、
空間的な境界領域に着目し、近代化・産業化以降も「ネイション（国民）帰属に対する無関心
さ national indifference」が持続していることを指摘した。 
 
２．研究の目的 
 本研究で対象としたティロール南部から東アルプス、イストリア半島にかけての諸地域（ア
ルペン-アドリ地域）は、19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて、ヨーロッパでもっとも頻繁に、
軍事力をともなう稀な強度で国境編成と再編、国民化の運動を経験した「歴史的地域」である。
上記の研究背景に基づくならば、以下の課題があると考えられた。①ヨーロッパ史上でも稀有
な歴史的重層的境界地域において、近代化・資本主義的産業社会化、戦争にともなう国境の（再）
編成に際して、住民の生活実態にはどのような変化が及ぼされたか〔境界地域の歴史的理解〕、
②そうした外在的な変化に対して地域住民がどのような戦略をとり実践したか、その際に「ネ
イション（国民）帰属への無関心」はどのように機能したか〔行為主体としての地域住民〕、③
それらの歴史的経験と記憶はどのように叙述・継承されたか〔記憶〕を検討することが課題と
して浮上する。これらを明らかにすることを通じて、④国民国家という外形では把握すること
のできない重層的なアイデンティティを明らかにし、⑤国民国家に収斂する歴史叙述の克服を
目指すことが研究目的であった。 
 
３．研究の方法 
 行政文書、結社機関紙や地域紙、日記・文学作品等の分析を通じ、 
(1) ティロール南部から東アルプス地域の 19〜20 世紀にかけての国家体制の変遷や戦争、ネイ

ション化政策と住民意識の関係、ネイション化の運動に回収されない言論空間の形成をド
イツ系、イタリア系、ラディーン系、スラブ系住民と比較する形で検討する。 

(2) アドリア海沿岸の、両大戦を含む繰り返された国境変更と住民移動、イタリア王国から共
和国への変遷過程において、「未回収地」をめぐるナショナルな認識の変化、第二次大戦後
のイストリア半島とイタリア共和国の統合論理／政策、ファシズムの過去との分断と戦後
のナショナル・アイデンティティ形成を、ジェンダーや階層に留意しつつ明らかにする。 

(3) 多言語混住地域である東アルプス地域において、資本主義化にともなって山岳地域住民社
会の構成原理と共生の論理の変化を明らかにする。 

 
４．研究成果 
 以上の方法によって、本研究では、19 世紀半ばから 20 世紀前半において、ヨーロッパでも
っとも頻繁に、軍事力をともなう稀な強度で国境編成と再編、国民化の運動を経験したアルペ
ン-アドリア地域において、近代化・資本主義化の経験や、戦争・外交による国境の再編成に際
する住民の生活実態の変化を、それに対する住民の主体的戦略に注目し、「ネイション（国民）
帰属への無関心」テーゼを参照しながら分析を行った。 
 ディシプリンとしての歴史学が、叙述の際に陥りがちな集合的かつ静態的なネイション（国
民）記述を再検討する可能性をもつ同テーゼでは、ボーダーランドの住民たちは、ネイション
（国民）化政策として提示された福利をみずからの利益を最大化するために利用したのであっ
て、ネイション（国民）への文化的・心理的同一化を基準としたのではないとされる。本研究
を通じて、19 世紀末から 20 世紀前半の当該地域において、同テーゼが一定程度妥当していた
ことが明らかになった。 
 本研究の成果としては、 
(1) 国内では研究蓄積が厚いとはいえない当該地域について、知見を蓄積できたこと。具体的

には、当該ボーダーランドにおいては、言語の多様性が文化の多様性を表さず、複数の言
語を使用しつつ比較的均質的な文化のもとに住民が生活するという特性がありながら、ナ
ショナリズムという思想的運動が、言語に依拠することによって地域社会の分断を図って
きたこと、それに対して住民が経済的・社会的利益の予測に基づいて戦略的に選択を行っ
てきた実践があることが明らかになった。 

(2) 第二に、そのようなローカルなレベルでの住民の戦略的実践に着目すると、住民の選択に
対して、武力紛争や人種主義、ジェンダー、階級といった要素が交差するとき、特定の国
民への帰属が倫理的な力として作用し、行為主体の選択の幅を著しく狭める様相を見いだ
すことができた。これは「ネイション（国民）帰属への無関心」が十分に説明できない歴
史的局面であり、それが明らかになったことは、本研究の大きな成果である。 
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